
2026 年度第１回（理科） 解答例と正答率 

 

【大問１】…大問全体での平均得点率 64.9% 

(1) イ 88.4% 

(2) ア 87.4% 

(3) 南 57.3% 

(4) ウ 76.7% 

(5) ウ 58.7% 

(6) 右図参照 20.1% 

 

【大問２】…大問全体での平均得点率 82.3% 

(1) Ｂ、Ｃ 97.6% 

(2) 条件１：水 比べるシャーレー：Ａ、Ｂ  条件２：空気 比べるシャーレー：Ｂ、Ｄ 88.8%  

(3) 箱をかぶせて暗くしておく。 40.3% 

(4) でんぷん 98.0% 

(5) い 80.1% 

 

【大問３】…大問全体での平均得点率 42.0% 

(A) ア、エ 57.8% 

(B) ア、ウ、エ 23.3% 

(C) イ、ウ 32.0% 

(D) ア、イ 54.9% 

 

【大問４】…大問全体での平均得点率 54.3% 

(1) い 84.0% 

(2) あ 79.1% 

(3) 食塩、水酸化ナトリウム 60.4% 

(4) Ｂを 4cm3 53.9% 

(5) 20cm3 21.3% 

 

【大問５】…大問全体での平均得点率 40.8% 

(1) 入れておくもの：ふっとう石 60.7% 

   理由：急なふっとうを防ぐため 34.5% 

(2)① 空気 30.1% 

  ② 水蒸気 40.8 

(3) 温度が高くなると、少なくなる 19.7% 

(4) う 49.0% 

(5)① い 75.2% 

  ② あ 28.6% 

(6) 85000cm3 40.8% 

 

 



【全体の講評】 

 今回の問題では、記述量が例年に比べ多く、時間が不足している受験生も見られました。大問１は地学分野

から月の見え方について、出題しました。月の見え方の作図の仕方を応用して月から見た地球の見え方を問う

小問では、特に正答率が低く、応用力が問われる問題でした。大問２は生物分野からインゲンマメの種子の発

芽に関する問題を出題しました。教科書レベルの内容なので、全体的に正答率が高かったです。大問３は物理

分野から回路のつなぎ方について出題しました。内容は基本的な回路の特徴でしたが、条件に合わせてつなぐ

場所の組み合わせを考える思考的な能力を問う問題を出題しました。大問４は化学分野から酸性の水溶液とア

ルカリ性の水溶液の反応に関する問題を出題しました。グラフを読み取り、塩酸と水酸化ナトリウム水溶液の

量的な関係を問う問題で、比の計算を利用する問題構成になっておりました。大問５では化学分野から水の状

態変化に関する問題を出題しました。教科書に載っている実験を土台に作成した問題です。特に、(3)の温度と

水に溶ける気体の量の関係については、ヒントとなる問題文からどのような関係を見出すことができるのか考

える問題でした。 

 

 

 

 

 

 


